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所属団体名 
（○○県○○市立○○中学校 

 ○○発明クラブ   ） 

  埼玉県  埼玉大学教育学部附属    中学校  

ふりがな じくうのかみ 

チーム名 時空の神 

ロボコンルール名称 
（URL https://･･･） 

ルールの名称（部門）等：Ace in the hole ３（令和５年度 第２３回創造ア

イデアロボットコンテスト 基礎部門） 

 （ https://ajgika.ne.jp/~robo/ru/R5/R5_kiso.pdf ） 

製作期間  西暦2023年 9月頃  ～  西暦2023年 11月頃 

製作時間 
（構想から試作完成までの

全ての時間） 

約8時間 

ロボットに関

する写真と図 

 
必ず、ロボットの概要や

機構等の特徴がわかる写

真や図等を、1～4枚程度

で掲載しましょう。 

 

写真や図に記号等を書き

込み,この下の枠「ロボ

ットのアイデア概要」で

解説しましょう。 

 

 

 

 

ロボットの 

アイデア概要 
【報告書要約】 
どのような動きを実現す

るために，具体的にどの

ような素材や機構を用い

て実現したのか説明して

ください。 

歯車が回転することでアームが左右し、資材を掴んだり離したりできるロボ

ットです。アームは、Ｌ字の内側の方をつかむ部分に、Ｌ字の外側の方を外

側にしてＬ字の金属の棒を使用し、資材が滑りにくいようにしました。資材

を持ち上げる部分は、モーターが回転することでひもがモーターに巻き付け

られ、資材をつかむ部分がついている部分が上下することで資材を持ち上げ

られるようになっています。 

参考資料 
製作上参考にしたロボッ

ト等の情報を文章とURL

等を用いて掲載しましょ

う。 

先生が作成したつかむ部分の見本 
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ロボットの動き
①移動

モーターが回転することでタイヤが回転し、ロボットが動
きます。動かすモーターを変えることで様々な方向に移動
することができます。

直進するとき

右・左の2つのモーターを同時に前に動かす。
右に曲がるとき

右のモーターは動かさず、左のモーターのみを前(後ろ)に動
かす。

左に曲がるとき

左のモーターは動かさず、右のモーターのみを前(後ろ)に動
かす。

後ろに進むとき

右・左のモーターを後ろに動かす。

（裏面から見た図 下が左、上が右）



②資材をつかむ・離す
モーターとつながっている歯車が回転することでアーム
が左右に動き、資材をつかんだり、離したりすることが
できます。アームにはＬ字の金属の棒を使用しました。

〇工夫点
・アームはＬ字の内側の方(Ｌ字の出っ張っている部分)
を資材を掴む方(アームの内側)に、Ｌ字の外側の方(平
らな方)を掴まない方(アームの外側)にしてＬ字の金属
の棒を使用することで、資材を掴んだり持ち上げたりす
るときに資材が滑りにくいようにしました。
・アームを長くすることで資材をつかみやすくしました。
〇課題点
・資材をつかむ部分に多くの部品を使用したため資材を
つかむ部分が重たくなってしまい、ロボットが安定しに
くくなってしまったり、資材をもちあげる部分が動きに
くくなってしまったりしてしまいました。



③資材を持ち上げる
Ｌ字の金属の棒で作った上下する部分(1)とひもでつながって
いるモーターが回転することで、ひもがモーターに巻き付けら
れ、モーターに巻き付けられていないひもが短くなったり長く
なったりします。

【資材を持ち上げるとき・下すとき】
ひもの長さが短くなると上下する部分(1)のひもとつながって
いる方が下に引っ張られ、資材をつかんでいる方が上に上がり
ます。→資材が持ち上がる
ひもの長さが長くなると上下する部分(1)のひもとつながって
いる方が上に上がり(戻り)、資材をつかんでいる方が下に下が
ります。→資材が下がる
〇工夫点
・モーターとひもとつながっている部分をなるべく近づけるこ
とで、資材をつかんでいる部分が上下しやすくしました。
・ひもをきつめに張ることでひもとつながっている部分が上下
しやすくしました。
〇課題点
・ひもが細く資材をつかむ部分の重さに耐えられず、資材を持
ち上げられないことがありました。

資材
をつ
かむ
部分

資材が下がっている状態→


